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家事事件・少年事件の最新動向を追う
唯一の判例雑誌

月
刊行

その他、実務をフォローする裁判例・連載記事が充実！

主な収録内容

2025年

改正家族法における「子の利益」
● 近時の民法改正から振り返る「子の利益」
　 ─令和６年民法改正を中心に
石綿はる美 ( 一橋大学大学院法学研究科准教授 )　

● 子の監護・引渡しをめぐる紛争における
 　「子の利益」の考慮
砂古剛 ( 名古屋地方裁判所判事（元東京家庭裁判所判事） )

● 心理学の視点からみた「子の利益」
直原康光 ( 大阪大学大学院人間科学研究科講師 )　

● 弁護士実務における「子の利益」
浜田真樹 ( 弁護士 )　

● 令和６年「民法等の一部を改正する
　 法律」の施行準備の状況について
太田章子 ( 法務省民事局参事官 )

倉重龍輔 ( 法務省民事局民事法制企画官 )　

今村謙介 ( 法務省民事局付 )　

上田博章 ( 法務省民事局付 ) 
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特   集

◆ 「民法（成年後見等関係）等の改正に関する
中間試案」の取りまとめについて

解　説

中間試案の理解に役立つ、「法定後見制度の枠組み (第１の１⑴)
に関する考え方との対応関係」の図表を掲載！

◆ 民法等の一部を改正する法律（父母の離婚
後等の子の養育に関する見直し）に関する
「Ｑ＆Ａ形式の解説資料（民法編）」について

父母の離婚後等の子の養育に関する「Q＆A 形式の解説資料
（民法編）」のＱに通し番号を入れて掲載！


